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第２回「災害遺構」検討委員会 2015/11/17

子どもたちから見た災害伝承

東北大学災害科学国際研究所

教授 川島秀一

←伊賀市の大村神社(2012.11.12)

はじめに

1. 学校教育のなかで

2. 年中行事のなかで

3. ムラの生活のなかで



2015/11/15

2

第一次室戸台風被災慰霊祭(2015.9.18、大阪市立住吉小学校)

津波記念日の「津波の歌」
岩手県釜石市唐丹町小白浜→
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学校放送の朗読による伝承

『田老村津浪記』(1934、田老小學校) 荒谷アイ媼(大正10年生まれ)

学校の廊下に下げられていた災害史の木札
(三重県南伊勢町神津佐)

南伊勢町下津浦の西村恒一板書

「
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学校行事による伝承「津波祭」(和歌山県広川町広村、2011.11.5)

学校行事による伝承 ( 田野畑村羅賀の津波石 、2011.10.9)
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儀礼のなかの伝承 石垣島

明和大津波の慰霊祭(2012.4.24) タコラサー石

祭礼のなかの伝承 和歌山県白浜町「飛鳥神社祭典」

歩行時間を記録する「津波警告板」(和歌山県白浜町、2014.11.23) 
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大正橋の「地蔵盆」①(2011.11.5)
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ふ
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し
」

大正橋の「地蔵盆」②

供養碑の墨入れ(2015.8.21) 地蔵盆の夜(2015.8.23)
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大正橋の「地蔵盆」③(2015.8.24)

地蔵盆の供養
供物を配り歩く

「念仏講まんじゅう」①(長崎市大田尾町山川河内地区、2015.8.14)

お念仏と鉦はり 供物としてのまんじゅう
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「念仏講まんじゅう」②まんじゅうを配る

津波石①
(岩手県大船渡市三陸町吉浜、2011.10.2)
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津波石②(大船渡市赤崎町外口、2011.8.28 )

「
縦
三
メ
ー
ト
ル
、
横
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル

大
の
海
石
の
上
に
無
刻
の
石
を
建
て
て
あ
る
。
明
治
二

十
九
年
三
陸
海
嘯
に
海
底
か
ら
押
し
上
げ
ら
れ
た
石

で
あ
る
が
、
水
際
か
ら
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の
山
林
中
に

横
た
わ
る
。
里
人
竜
神
を
祀
っ
て
再
び
こ
の
惨
状
を
繰

返
え
さ
ぬ
様
祈
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
竜
神
の
石
と

呼
ん
で
い
る
。
蔓
草
に
覆
わ
れ
た
下
に
そ
の
大
岩
が
あ

る
」

(

大
船
渡
市
市
史
編
集
委
員
会
編
『
大
船
渡
市
史
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津波石③(宮古市摂待、2014.4.17)
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気仙沼市唐桑町小鯖の「大震嘯災記念」碑

「「少女の頃、この小鯖湾で泳いだが、泳いだ

後はこの碑に濡れた髪を押し付けて髪を乾

かした。当時はドライヤーなんかなかったの

で」とのことであった。(中略)
それにしても、多くの少女たちの長い髪を乾

かした楽しい想い出を持つ幸せな震嘯災記

念碑が我々の郷土にあったのである」

(白幡勝美・佐藤健一「気仙沼市における明
治・昭和三陸津波関係碑」、2014、私家版)

(2012.8.20→)

大村神社の祭典
(三重県伊賀市2015.11.3)

大村神社の要石

ナマズの山車を曳く


